
（上）入学式を迎え「入るのが
うれしくて」／（下）１年生
のころ。法学研究会の模擬裁
判で裁判官を担当

り、初めての一人暮らしも経験しまし
た。大学と病院と寮を、自転車でぐる
ぐる回るという生活で、とても忙しか
ったのですが、充実した毎日でしたね。
　自分で言うのも何ですが、成績は優
秀でした（笑）。132単位のうち、Ｃ
が１個、Ｂが一桁で、あとは全部Ａ。
勉強したかったからでしょうね。どの
講義もおもしろく、いつも教室の最前
列の席に陣取って、先生を捕まえては
質問攻めにしていました。高校を出て
何となく大学に入ったのではなく、私
には入る目的がはっきりしていたし、
自分で出した学費の「元を取ってやろ
う」という欲があったんでしょう（笑）。
そのおかげで、１年生の成績が学部で
５位以内になり、学費を免除される特
待生に、２年生から４年生まで続けて
選ばれました。そんなわけで、実は学
費があまりかかりませんでした。
　法律の最高法規である憲法を学びた
いと考え、３年生から内藤光博先生の
ゼミに入りました。卒業論文のテーマ
は、看護師にも関わりの深い「生命倫
理」です。さらに政治学の深澤民司先
生にもゼミに特別に入れてもらい、「ゼ
ミのかけ持ち」をしていました。単位
認定はされませんでしたが、当時話題
になった「在日外国人の参政権」につ
いて、政治学の卒論も提出しました。

　学問の楽しさ、喜びを教えてくれた
のも専大です。そのおかけで向学心に
目覚め、新しい知識や経験を得ること
に積極的になりました。「医療マネジ
メントとよりよいケアの両立」を追求
したくなり、04年に日本大学の経営大
学院に入って医療経営を専攻、ＭＢＡ
（経営学修士）を取得しました。その後、
今後は高齢者の急増に対応しなければ
ならないと考え、千葉大学大学院看護
学研究科に進学し老人看護を学びまし
た。
　専大では、それ以外にも一生の財産
を得ることができました。卒業生の人
脈です。キャンパスには警察官や自衛
官、国税専門官など違う職業の勤労学
生が集まっていたので、大いに刺激を
受けましたし、今でも彼らと交流があ
ります。それに、「千葉県東

とう

葛
かつ

北部医
療圏」には、専大ＯＢが多く、医療活
動などでいろいろ協力してもらってい
ます。地元の校友会の集まりに参加す
る女性が少ないせいか、私はけっこう
人気があるんですよ（笑）。
　私は、限りある人生を悔いなく生き
たいので、いつも全力疾走です。「生
命の尊さ、はかなさ」を、日々の現場
で身をもって痛感しているからかもし
れませんね。（談）

　とはいえ、勉強ばかりしていたので
はありません。「大学生になったのだ
から、キャンパスライフも楽しみたい」
と思い、「法学研究会」というサーク
ルにも入っていました。授業の関係で
二部のメンバーだけでしたが、法学部
だけでなく、経済学部や商学部の学生
もいました。さまざまな時事問題につ
いて講演会を開催したり、模擬裁判を
開いたり。もちろん、コンパやスキー
にも行きました。３年生になって、幹
事長に就任しました。

大学で学んだことが人生で役立つ
卒業生の人脈も一生の財産

　専大を卒業後、野田市のほかの病院
に２年勤務したあと、1998年に当院
に入職しました。結婚、出産、育児休
暇を経て職場に復帰し、内科、外科、
産婦人科の病棟担当を一通り経験しま
した。主任看護師を４年、看護師長を
２年務め、2014年に看護部長に就任
しました。現在、看護部のスタッフは
146人います。現場を離れたくなかっ
たのですが、上司の説得もあって引き
受けました。「先輩ナースたちが私に
してくれたように、後輩たちがいきい
きと働けるような環境づくりを、今度
は私がする番だ。そのほうが、患者さ
んのためにもなる」と思ったからです。
　校友の皆さんには、「努力は裏切ら
ない」ということを伝えたいですね。
専大で学んだことは、私の人生にとて
も役立っています。たとえば、医療で
もコンプライアンスや個人情報保護が
重視されるようになりましたが、当院
の看護部では私の方針で倫理教育を徹
底してきたので、倫理に対する認識は
極めて高いと自負しています。私は立
場の弱い人たちの「声なき声を聞く」
ことをモットーにしていますが、法学
部で人権尊重というリーガルマインド
が身についたからもしれません。

小児病棟での医療に疑問
ケアには人間と社会の理解が必要

　専修大学卒業生の中でも、私の経歴
は、かなり異色ではないかと思います。
看護師として働いていたのですが、23
歳のときに社会人入試制度を利用して、
法学部二部に入学しました。
　看護師になったのは、「手に職をつ
けたかったから」なんです。「白衣の
天使に憧れて」といった志望動機では
ありません（笑）。高校時代は部活動
に打ち込んでいて、３年の夏休みが終
わるころ、ようやく進路のことを真剣
に考え始めました。長姉が大学卒業を
控え、就職活動中だったのですが苦戦
していました。その姿を見て、「就職
に困らないように、資格が取れる学校

に行こう」と考えたのです。ただし、「働
くのなら社会に貢献できる仕事がした
い」と思い、そうしたら、「看護師」
という職業が頭に浮かんだというわけ
です。母が看護師の資格を持っていた
影響もあったかもしれません。
　私は野田市に住んでいたのですが、
看護学校卒業後は千葉県柏市にある大
学病院に就職しました。小児病棟を担
当していた２年目のある日のこと、重
病で余命いくばくもない小学生の男の
子が、か細い声で、大好物だった「た
こ焼きを食べたい」と言い出したので
す。食事を摂れない状態だったのです
が、何とか願いをかなえてあげたくて、
周囲のスタッフにも協力してくれるよ
うに相談しました。ところが主治医が
反対し、私がためらっているうちに、

努力は裏切らない！
学問の楽しさ、喜びは
専修大学が教えてくれた

看護師として働きながら、

「人間や社会をもっと理解したい」と、

23歳で法学部に入学した長坂さん。

学問に目覚め、のちに大学院で医療経営の

ＭＢＡを取得。全国107名（千葉県内3名）

しかいない老人看護専門看護師に

認定されるなど快挙を成し遂げています。

現在、開設100年を超えた

キッコーマン総合病院で

看護部長を務めています。

長坂奎英さん （平９・法律）
キッコーマン総合病院看護部長、
老人看護専門看護師
ながさか　たかえ●東京都生まれ。1997年、法学部
法律学科卒。高校から看護専門学校卒業後、看護師
として東京慈恵会医科大学附属柏病院入職。看護に
従事しながら93年専修大学入学。国家公務員等共済
組合連合会九段坂病院、真療会野田病院を経て98年
キッコーマン総合病院入職、現在に至る。
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男の子は亡くなってしまいました。新
米の看護師だった私が、医療の経験豊
富な医師に反論できる余地はありませ
ん。とはいえ、病院の対応が「本当に
患者さんやご家族のためになったの
か」と納得が行かず、悶々と悩む日々
が続きました。そんなとき、新聞でふ
と目に止まったのが専大の社会人入試
制度の広告でした。それが「大学に行
こう」と思ったきっかけでした。
　私は高校を出て、すぐに看護専門学
校に入り、そのまま看護師になったの
で、世の中の仕組みがよくわかってい
ませんでした。「よりよいケアをする
ためには、医学の専門知識だけではだ
めだ。人間や社会をもっと深く理解す
る必要がある」と感じたのです。法学
部に入ったのは、社会の礎

いしずえ

である法律
がわかれば、「人間や社会のこともよ
くわかるのではないか」と考えたから
です。それに、もともと社会の動きに
関心が高かったこともありますね。学
生時代に弁護士や政治家をめざしてい
た父の影響だと思います。
　社会人入試制度は当時、ほかの大学
でも実施していたのですが、受験資格
の年齢が高く、23歳から受験できたの
は専大だけでした。それと個人的な理
由ですが、入るなら「駅伝の強い大学」
と決めていました。私は昔から箱根駅
伝の大ファンで、お正月に沿道で「母
校の旗」を振って応援したかったんで
す。専大は箱根の常連校だったので、
ポイントが高かったんですね。

成績優秀で２年生から特待生
ゼミをかけ持ち、サークルで幹事長

　学費を稼ぐため、看護師の仕事は続
けていました。専大に入って１年４カ
月後、東京都千代田区の九段坂病院に
転職しました。神田キャンパスに近く、
勤労学生への優遇制度もあったからで
す。靖国神社の傍にある病院の寮に入

2012年８月にリニューアルしたキッコーマン総合病院
にて

撮影＝加々美義人
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